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■第73回 河川レンジャー制度運営委員会（2024.12.9）議事録 

◆出席：中谷委員、北井委員、平山委員、沼田委員、若公委員 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

１．開会 △長谷

川 

・本日は、ご多忙の中、河川レンジャー制度委員会にご出席賜り、お礼申し

上げます。定刻となりましたので、第73回河川レンジャー制度運営委員会

を開会いたします。私は、琵琶湖専門調査官の長谷川と申します。よろし

くお願いいたします。 

・本日の委員会でございますが、過半数以上の出席により成立していること

を報告いたします。 

・本日は、公開及び非公開の議事がございます。公開の議事では、主に河川

レンジャーの活動継続に向けた環境整備について、非公開では新規河川レ

ンジャーの審査について審議いただく予定でございます。 

・以降については、河川レンジャー活動支援室から確認させていただきます。

よろしくお願いします。 

△中西 ・支援室の中西と申します。委員会の配付資料のご説明でございます。お手

元に配付資料、議事次第の中に配付資料と書いてございます。本資料が資

料－１から資料－４というのがございます。それから、１枚、委員名簿と

いうのがございます。それから、参考資料としまして５種類ございます。

説明の中で使いますが、もし落丁しておりましたら事務局まで申し出てく

ださい。 

・続きまして、今日、ご出席いただいております委員の皆様、紹介させてい

ただきます。ご都合によりウェブでの参加の方もいらっしゃいますが、こ

の会場のほうでは、委員長の中谷委員でございます。それから、副委員長

の北井委員でございます。それから、行政関係者ということで若公事務所

長でございます。それから、ウェブのほうでご参加いただいておりますの

が滋賀県土木交通部の沼田室長でございます。公務の関係で出入りがある

ということを聞いております。 

・それから、平山委員でございますが、現在、東京からリモートで入ると聞

いておりますが、少し遅れての入室になるということです。 

・それから、河川レンジャーの方も参加いただいておりまして、この会場で

は水上レンジャーがいらっしゃいます。それから、ウェブのほうでは根木

山レンジャー、野村レンジャーに入っていただいております。 

・そうしましたら、委員の皆様をご紹介しましたので、これよりの議事のほ

う、議事次第ございますが、今回、報告と審議とございまして、また非公

開審議を後ほど控えさせていただいておりますが、進行のほう、中谷委員

長、よろしくお願いいたします。 
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(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

２．報告 

(1)前回委員

会の振り返り 

中谷 ・では、進めさせていただきます。委員の皆様、レンジャーさん、今日は参

加ありがとうございます。よろしくお願いします。 

・では、今もございましたとおり、まず次第にのっとって報告事項、１番目

の前回委員会の振り返りということで、その点、事務局から説明をお願い

します。 

△中西 ・事務局より、前回委員会の振り返りということで、参考資料－１でござい

ます。第72回の委員会のほうは６月４日に開催しております。その後、議

事録、それから議事要旨のほうを委員の皆様にご確認いただき、ご指摘い

ただいたところを反映したものを今回ご用意しております。つきまして

は、一々の報告は割愛させていただきますけれども、前回の会議では、委

員長の中谷委員、それから副委員長の北井委員が選出されて、引き続きお

願いすることになったということと、３人のレンジャーの皆様の活動計画

が承認されて、今年度の活動に至っているというところでございます。簡

単ですけれども、以上でお願いいたします。 

中谷 ・ありがとうございました。 

・この点はもう既に委員の皆様にもご承知おきいただいているところと思い

ますので、次に進めさせていただきます。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

２．報告 

(2)河川レン

ジャー活動支

援室からの報

告 

中谷 ・では、２番目の支援室からの報告をよろしくお願いします。 

△中西 ・お手元の資料－１をご覧ください。 

・活動支援室からの報告ということで、支援スケジュールを１ページのほう

に掲載しております。４月から３月にかけてのスケジュールでございまし

て、現在12月までが終わっており、残る12月後半から３月までの予定を掲

載しております。 

・既に今回で委員会は２回、それからレンジャーの研修を１回、意見交換を

２回開いてございます。また、河川レンジャーの活動を広報するレポート

を２回発行しております。 

・続きまして、２ページ、３ページですけれども、支援室から活動報告を特

にさせていただきたい点が２つございます。特に、４番と６番を報告させ

ていただきたいので、そのほか簡単に説明いたします。 

・２番目が河川レンジャーの募集状況ということでございます。１名、この

タイミングまでに応募がございました。実際は８月に応募があり、現在、

いろいろ河川レンジャーの勉強をされながら、今回、審査をお願いしたい

と考えておりますので、後ほどよろしくお願いします。 
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・それから、３つ目の話題、河川レンジャートライアルの募集状況、在籍状

況ですけれども、現時点ではいらっしゃいません。 

・その代わりと言っては何なんですけれども、支援室のほうで、トライアル

の活動がなかなか続かなかったり、うまく進められていないところもあっ

て、単発のトライアルといいますか、河川レンジャーの活動にサポートし

てくれる方、こういう方がいたら、今までは河川レンジャーの活動に参加

される方を応募されたり、レンジャーさんが応募されたりしていたんです

けれども、運営スタッフとして参加しませんかという呼びかけを支援室の

ほうからさせていただきました。これは新しい取組でして、この委員会の

ほうでも報告するのは初めてなんですけれども、この秋以降にちょっとそ

ういう試みをしてみたいなということで、支援室のほうで取り組んでみま

した。 

・これは、大学ですとか、レイカディア大学といったような、市民ボランテ

ィアの組織のところに、レンジャートライアルですとか、レンジャーの募

集を紹介しに行くついでに、こういった単発で参加もしませんかという呼

びかけをしてみたということで、ネーミングは委員会で決まったわけでは

ないんですけれども、分かりやすいネーミングということで、河川レンジ

ャー活動サポートボランティアというような呼び名を考えまして、こうい

ったところでちょっと応募をかけてみたというところでございます。 

・実際、秋以降、４回の活動を対象として募集をしたところ、延べ６名の方

が参加くださいまして、レンジャー活動を体験していただいたというとこ

ろでございます。 

・何をされたかといいますと、３ページの表２のところに、ボランティア内

容というのがありますように、例えば根木山さんの希少植物の移殖活動と

いうような活動ですと、希少植物の移殖作業をサポートいただくというよ

うなところで、参加者に説明をしていただいたりというようなことをして

いただきました。 

・また、10月26日とか11月21日の清掃活動とかですと、ごみの分別ですとか、

受付とか、そういうところにサポートいただいたり、また野村レンジャー

の瀬田川たんけん隊のほうでも、各所で活動のサポートをいただいたとい

うようなことで参画いただいたというようなところでございます。 

・そういったところで、活動終了時にアンケートもさせてもらって、レンジ

ャーの目的とか、やりがいとか、どうでしたかというのを聞いてございま

す。そうすると、毎回、レンジャーの意義ですとか興味とか、こういった

ところは、すごく「はい」というふうに、全員が答えていただいていると

いうようなところでございます。 

・また、感想には、直接レンジャー活動の進め方の感想とかが多くいただい

ておりまして、こちらは、また河川レンジャーさんのほうにも伝えて、今
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後の活動の参考にしていただければというような自由回答をいろいろい

ただいております。 

・したがいまして、こういった１回の活動でもレンジャーの制度ですとか、

そんなところも体験いただいて、いい説明の機会になるなということは、

支援室のほうでも分かってきたというようなところでございます。 

・実際、今日、傍聴、お二人来ていただいているんですけれども、その方々

も参加いただいた方で、非常に興味を持っていただいたというところで

す。 

・それから、５番目の話題ですね。河川レンジャー活動勉強会の開催という

ことで、８月に一度、ＡＥＤですとか、心肺蘇生、活動に携わるときの応

急救命、こういったところの勉強をしていただきました。 

・それから、５ページ目なんですけれども、河川レンジャーの方と河川事務

所の方、それから今回は委員の方とも交えまして、意見交換会を開催させ

ていただきました。 

・これはなかなか制度運営委員会では一方通行になっていたり、なかなか聞

けないような話題を、こういった機会を持たすことによって、いろいろ深

掘りして聞いてみようというようなこともあって、制度ではないんですけ

れども、運営の中でどんな工夫があるかというのをちょっと聞いたような

ところでございます。 

・テーマ１、テーマ２と２つの話題で意見交換をしたわけですけれども、今

回は今年度のテーマとして、河川レンジャーの現役の方が活動の内容に、

計画に合わせて、季節柄いろいろ変動する中で、コンスタントに活動して

くださいよという流れが今まであったんですけれども、どうしてもそこの

こだわりがあるのか、もう少しフレキシブルに月ごとに動けるのかという

ところを、もうちょっと極端な事例も交えて確認してみるということをさ

せてもらいました。 

・その結果、整理しておりますが、委員の皆様も事務所の皆様も、統一した

見解としては、今まで月４回、１回４時間の活動をコンスタントにしまし

ょうねというような体になっていたんですけれども、そこは廃止してもよ

いと。そこの増減数とか、１回４時間というような増減についても、そこ

はフレキシブルに考えてもいいというようなところです。 

・それから、極端に活動がない時期もあってもいいのかというようなところ

で、それはあっても構わない。１年間の活動は、どんどん増えてしまった

らどうするのかということで、そこは謝礼を支払う時間というのは、そこ

は最大の時間というのはこれまでと変わらず192時間というのはあります

よというのは確認できたことです。 

・上記を踏まえてというところがありますけれども、とにかく年間活動計画

をつくってもらうわけで、そこで承認をされたものは、基本としてあって、
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その中で４時間の縛りですとか、月４回の縛りは変わっても、活動がない

月があっても、これは計画の中でそういう承認を受けているので構わない

というような理解の仕方で今後活動をしていただくということになった

のかなと思っております。 

・今年度は、もう春に活動の計画の承認ができておりますので、ほぼほぼ年

間を通して、毎月いろんな活動をしますというような計画で認めていただ

いている活動がございますので、これで進んでいるというところでござい

ます。 

・ですので、極端なない月があってもということは、次年度以降、出てまい

るかもしれません。 

・それから、中間報告の様式の任意化ということで、ここはいつも形式的な

決まった様式をレンジャーさんに書いていただいて、きっちり報告もして

いただいていたんですけれども、ここについては、自由な様式で構わない

というようなことになりました。 

・最後、６ページですね、河川レンジャーレポートということで、夏の活動、

それから秋の活動をまとめて、多くの、広く皆様に公開する資料をつくり

ましたということで、ホームページにも載せさせていただいております。 

・以上で支援室からの報告でございました。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・ただいま報告をいただきましたことに関して、先に私から１点。レポート

の配布先、範囲ですね、どんな感じかというのを教えてください。 

△中西 ・今のところは、河川レンジャーをされている各事務所に出しているのと、

滋賀県さん、それから各大学、滋賀県の龍谷大学ですとか、立命館大学と

か、滋賀県立大学さんとか、今回お世話になっている河川レンジャーの説

明とかをやっている場所に、あとレイカディア大学とか、そういったとこ

ろにはレポートも送るようにしております。 

中谷 ・ありがとうございます。確かに、野洲川ですと、根木山さんとか水上さん

とか、あと野村さんが活動してもらっているフィールドがありますね。だ

から、例えば今聞いた大学とか、そういうところも大事なんだけど、例え

ば野洲川の沿川の地域、自治会的なところまで行き渡るか分かりませんけ

れども、要はレンジャーさんに接する機会が多いであろう地域について

は、考えていただくといいのかなというふうに思っていまして。 

・あと、今のページの後ろのほうから逆に行きますけれども。議論しました、

要は活動に変動があってもいいというのは、委員の皆様も議論していただ

いて、それはもうレンジャーさんがやりやすい方向で進めるというのは、

もう確認できたかなということで、大変いいなというふうに思っておりま

すし。 

・あと制度的な関係ですけれども、サポートボランティアですね、そういう
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取組も、要は構成としてピラミッド的に裾野が広がるところが非常にうま

くいくのかなと思って期待しております。 

・委員の皆様から何か、今、報告をもらった件について、何かございますで

しょうか。よろしいですか。沼田委員、よろしいですか。 

沼田 ・では、１点だけ。ボランティアに参加された方は、大学生が多いのか、教

えていただきたい。延べ人数６名ということですが、複数参加されている

方もおられると思いますので、実際の人数が何人か教えてください。 

△中西 ・分かりました。実際の人数は３人でございます。お二人の方が複数回参加

いただいたというところですね。 

沼田 ・あと、大学生がほとんどですか。 

△中西 ・今のところ、社会人の方が参加いただいております。 

沼田 ・３名とも社会人の方という。 

△中西 ・そうですね、はい。 

沼田 ・分かりました。ありがとうございます。 

中谷 ・ありがとうございます。では、ほかにないようでしたら、次へ移らせてい

ただきますが、よろしいでしょうか。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．報告 

(3)河川レン

ジャー活動状

況について 
 

中谷 ・では、河川レンジャーさんの活動状況についてということで、３人さんか

らですね。では、進行は事務局のほうからお願いできますか。 

△中西 ・はい、分かりました。資料２をご覧ください。2024年度の河川レンジャー

活動状況ということで、今回、年も深まって12月ということで、ある程度

もう河川レンジャーの活動も終盤になってきている中での中間報告とい

うことで、これは進める事務局のほうも中間という中では時期が遅いとい

うことで反省しているわけですけれども。 

・今回、ある程度河川レンジャーの方への負担も軽減するという趣旨の中で、

前回意見交換会でご意見を伺いました新しい様式に、事務局のほうで河川

レンジャーがなされた活動内容については記載して、特に成果として考え

られたことですとか、今後の課題みたいなところを河川レンジャーの方に

記載していただくというやり方で、報告も少し短時間にして、いろんな制

度のことの質疑時間を多く取ろうということで、事務局のほうで半分ぐら

い作成しました。 

・開いていただいた１ページ目に書いてございますが、この意見交換会、10

月の意見交換会ですね、これを受けて、今後の中間報告の運用としまして

は、必ずしも河川レンジャーの方の報告が、基本、河川レンジャーの方が

報告していただくんですけれども、できない場合は事務局が代理で報告す
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るということで、一つは考えたいなということと。次年度から中間報告は

年度のなるべく早いとき、計画を見ていただいてから、なるべく早い時期

に見直しですとかやってみて、相談事とかがある時期があると思いますの

で、９月とか10月の早い時期に開催して、下半期への活動に生かしてもら

うというような進め方をここで確認しておきたいなと思っております。 

・今回、２ページ以降、河川レンジャーのお三方の中間的なといいますか、

11月末時点の報告を記載してございます。 

・根木山レンジャーの活動をちょっと見ていただく中で、２ページ目から４

ページ目の途中まで、ここまでは根木山さんが実際になされた活動内容、

これを月間報告等々から事務局のほうで整理をしました。 

・特に、活動を通して得られた成果とか課題というところを、レンジャーさ

んに主に今回説明していただくことに、４ページの後半の部分ですね、こ

こをレンジャーさん自ら発言していただこうと思っております。 

・５ページのほうはおさらいで、計画として、年度の当初の計画と、実際や

ってみた計画を比べたものを用意しておりますので、前段、事務局が話を

させていただいて、要所のところをレンジャーさんのほうから話してもら

おうと思います。 

・では、マネージャーのほうに代わって説明をお願いしたいと思います。 

△松岡 ・レンジャーマネージャー松岡です。今から、前段部分、私のほうから、簡

単にですが説明させていただきます。 

・まず、資料の２ページからが根木山レンジャーの状況報告となっておりま

す。根木山レンジャーは今年度、主に３つの柱といいますか、３つの大き

い要素に分けて取り組まれるという計画をされました。 

・１つ目が野洲川上流部、主に栗東市域での取組。２つ目が野洲川中流部、

野洲市域での取組。そして３つ目が野洲川下流部、守山市域での取組とい

う形になっております。 

・詳しくは既にレンジャーご本人から委員会へは月ごとに活動報告をされて

おりますので、こちらではおおむね事実関係といいますか、そういったと

ころを資料には落とし込んでいるものとなっております。 

・栗東市域、まず１番目でございますけれども、こちらのほうは既に計画ど

おり日付では８月、夏の時期に川遊び体験活動ということで、まず試行的

に取り組まれました。参加についてはお示しのとおりなんですけれども、

これを実施するに当たっては、栗東市さんとも調整をされ、体育館の使用

のご支援ですとか、あとこの試行に当たって、実は職員の一家族がご参加

されたというような形となっております。 

・２つ目、中流部、野洲市域での取組ですけれども、こちらのほうは、まず

は活動の可能性について意見を聴取して、今後の河川利用の活動に向けて

取り組んでいくというような形で今回計画をされておりまして、まず今、
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お話しさせていただいた部分については、本日以降に具体的に検討に向け

た動きをされるというふうにお聞きしております。 

・加えてなんですけれども、中流域の野洲市域では、毎年呼びかけがあれば

お答えするという形で今年度も野洲小学校での出前講座の呼びかけがあ

ったということで、先月25日に取り組まれております。 

・下流域、守山市域につきましては、長年継続的に取り組まれているという

ところもありまして、安定的にまずはこども園での川遊び安全指導、これ

は教員の方の指導も含めて取り組まれております。また、住民団体への活

動支援ということで、今年度は６回取り組まれました。 

・最後に１点ですけれども、ちょうど４ページのところ、貴重植物の保全活

動への取組というところで、実はこちらのほうは昨年河川事務所さんとの

意見交換会で話題に上がった、工事を進める中で貴重植物があるんだとい

うような情報提供を基に、事務所さんと詰められて、今年度工事のタイミ

ングも合わせて適切な時期に実施しようということで10月に取組をされ

たというところでございます。 

・以上です。 

△中西 ・そうしましたら、根木山レンジャーに補足説明といいますか、後半のとこ

ろ、成果ですとか課題のところをご説明いただけますでしょうか。 

R根木山 ・根木山です。よろしくお願いします。聞こえていますでしょうか。 

△中西 ・大丈夫です。 

R根木山 ・ありがとうございます。松岡さんにご紹介いただいたような形です。ちょ

っと活動レポートが９月以降出せていないので申し訳ありません。近々に

出せるように準備をしています。 

・得られたことと今後の課題ですけれども、まず上流部では、初めて川遊び

をやれるかどうかというのを試してみたというところですね。下流部のよ

うな整備はされてないので、ちょっと公園からアプローチが長いという課

題があって、それが参加者にとって負担なのかな、どうなのかというのを

やってみました。 

・結果的には、このぐらいの距離だったら歩けるよということで、ご参加い

ただいた３か家族ともにおっしゃっていただけて、よかったなと思ってい

ます。 

・満足度も非常に高かったです。 

・あと、すぐ近所の出庭というところご出身のお母さんが子どもを連れて参

加してくださったんですけれども、子どもの頃からすぐ近所に住んでいた

のに、野洲川に入ったことはなかったと。今回が初めてでよかったという

ようなことをおっしゃっていただいて、やっぱりすぐ近所に住んでいて

も、今まで野洲川に入るということがやっぱりできてなかったんだなとい

うことが分かりました。 
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・中流部に関しては、野洲小が入ったのもあって遅れている部分もあるんで

すけれども、野洲小のほうでは、ちょっと今年やり方を変えて、野村レン

ジャーにもご協力いただいて、授業の実施方法を変更して、かつＭＩＺＢ

Ｅステーションの整備計画のほうを情報として子どもたちにも３クラス、

大体90人ぐらいの子どもたちと一緒に過ごしたんですけれども、その子ど

もたちにＭＩＺＢＥステーションの計画のことをお伝えするとともに、主

に下流部で一緒に活動させてもらっている住民グループの活動の様子を

動画で紹介させてもらいました。 

・そしたら、やっぱり動画を見て、そういうことをやってみたいという反応

が意見としても出てきていて、とてもよかったなというふうに思っていま

す。４年生の子どもたちと一緒に授業をしたんですけれども、完成するの

が中学校２年生ぐらいのときだよという話をして、自転車でぜひ遊びに来

てねという話をさせていただきました。 

・下流部のほうなんですけれども、こちらは長年取り組ませていただいてい

る部分ですけれども、１つ新しいところは、さっき松岡さんがご紹介いた

だいたように、昨年度の意見交換会で出ていた、出張所長さんがおっしゃ

っていた貴重植物の保全に住民さんに協力してほしいという声に一つ応

えられたのは、とてもよかったなというのと。 

・あと、終了後なんですけれども、たまたま知り合いがＳＮＳで「野洲川で

誰かがカワラハハコを移殖してくれている。すごい。うれしい」みたいな

ＳＮＳ投稿をされていて、すごくよく知っている友達なんですけれども、

その彼女がカワラハハコのことを大事にしているということを、僕は残念

ながら知らなかったので声がかけられなかったんですけれども、でもそう

いうふうに今回住民参加して、出張所と貴重植物の移殖をしたことにすご

く感動してくださった住民の方がいらっしゃったというのも、出張所のほ

うにもお礼に行かれたというふうに後で聞きましたので、そういうふうな

住民のうれしい声も事後ですけれども、聞けてよかったなというふうに思

っています。 

・あと、下流部のほうは、実は中州学区さんが野洲川で行事をするという計

画が前年度は立っていたんですけれども、ちょっと今年度、役員交代なん

かもあったりして、キャンセルを残念ながらされてしまいました。それは

ちょっと残念なことだなと思っております。 

・一方で、住民グループさんが毎年取り組まれている川遊びオープンデーと

いうのには、９月に100人もの方が野洲川に遊びに来てくださるというこ

とが実現して、今までになかった人数なので、すごくうれしい光景だなと

思っています。 

・あと、多分、今日、傍聴されている方が、今後、野洲川で清掃活動をされ

たいということは前の委員会でもおっしゃっていたと思うんですけれど
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も、この後ですけれども、また連絡を取らせていただいて、僕としても何

かお手伝いできることがあればさせていただきたいなというふうに思っ

ています。 

・以上になります。 

△中西 ・ありがとうございました。 

・では、中谷委員長、質疑応答で。 

中谷 ・では、今の報告を聞いていただいて、委員の皆様から何か感想・ご意見・

質問等ありましたらお伺いいたします。いかがでしょうか。 

北井 ・途中の活動報告、ありがとうございました。 

・いろんな活動を幅広く展開されていて、年度当初からすごいことになって

きたなと思っていました。参考に教えていただきたいんですが、活動報告

書に写真もいっぱいつけてもらっているんですけれども、この大人数の、

川遊びオープンデイの人数が多くなったときというのは、安全管理のスタ

ッフの配置とかは、どういう形でされていたのかなと思いまして、お伺い

できたらと思いました。 

R根木山 ・ありがとうございます。 

・川遊びのほうは住民グループさんのほうで、民間の助成金を取得されてま

して、その助成金を使って川遊びのお手伝いを、今年度は２回とも５人の

方に参加いただいてました。 

・住民グループのＯＧの方であったりとか、個人的につながりのある、自然

体験活動が好きな高校生とかで、２年前かな、河川レンジャー支援室のほ

うで、水辺の安全管理講座というのをしていただいて、そういうのにも参

加いただいている方にお手伝いに来てもらったりして、万全、住民グルー

プがすることなので、万全と言い切れるかどうかはあれですけれども、傷

害保険をかけた上で、ライフジャケットも必ず着用していただいて、５人

の方に見守りを共にしていただきながら、あと住民グループのいつものメ

ンバーの方にも、今日はいつものメンバー以外にもたくさんの初めての方

がいるので、ちょっとほかの見守りもお願いしますねということはお伝え

した上でさせていただいています。 

北井 ・スタッフの方というか、大人の方中心にいろいろ配慮されたという感じで

すね。ありがとうございます。 

・範囲も広くなるし、初めてさんも多いと、ちょっとどきどきする部分もあ

ったかなと思います。いろいろ考慮されているのが分かりました。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。 

若公 ・琵琶湖河川若公です。いつもありがとうございます。 

・中間報告をいただいて、ご助言をしたりというのが本来ある形だと思うん

ですけれども、根木山さんがこれだけ上・中・下流にわたって幅広くやっ

ていただいて、当然、その年度当初に計画したものが、先ほど中州のほう
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でなかなかちょっと人の交代でというのもあったので、それはいたし方な

いことだと思いますし、そうやって、さらに言うと、根木山さんのキャパ

シティーの話もあると思うので、柔軟にできる活動を一生懸命、これだけ

たくさんやっていただいたということに、まずは本当に敬意を表したいと

思います。ありがとうございます。 

・特にカワラハハコの移殖とか事務所との連携も、なかなか事務所の人間も

発信下手だったりすることもありますので、そうやって根木山さんが発信

していただいたＳＮＳでまた一般の住民の方とつながっていただくとい

う、お知り合いの方だとおっしゃっていましたけれども、そういったとこ

ろも非常にありがたいなというふうに思っておりますので、引き続きお願

いしたいと思いますが。 

・逆に、我々へのリクエストというか、もうちょっとこういうふうに動いて

くれるとさらにいいんだけどなとか、それは事務所でも支援室でも結構で

すけど、何かそういうものがありましたら、忌憚なくいただければなと思

います。特になければないでいいんですけれども、何かもし思いつくもの

がありましたら、教えていただければなと思います。ありがとうございま

す。 

R根木山 ・ありがとうございます。今年、少し活動の増減を柔軟にしていただけたの

で、どうしても夏場、今年もすごく多かったですけれども、忙しくなった

りするので、その辺はすごく活動しやすいルール変更にしていただいてい

るので、大変ありがたいなというふうに思っています。 

・あと、職員の方も交代があるので、毎年度意見交換会をして、ちゃんと顔

通しをする機会を支援室のほうでも事務局のほうでもご用意いただいて

いるので、そういう意味で連携も取りやすい形になっているんじゃないか

なというふうに思います。 

若公 ・ありがとうございます。よろしくお願いします。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。 

・はい、沼田委員、どうぞ。 

沼田 ・発表ありがとうございます。では、１点だけ。下流では既に川遊びを100

名ぐらいでやられ、上流域は今回試行ですが、上流ですと流速が速かった

りするかと思うんですけれども、下流に比べて注意すべきところとか、何

かお気づきのところがあれば教えていただきたい。 

R根木山 ・ありがとうございます。先ほどもあれしたんですけれども、下流は水辺整

備が川まちづくりでされているので、駐車場から水辺までのアプローチが

そんなに長くないというのがいいところだと思うんですけれども、栗東市

の河川公園のところは、運動場としては整備されているんですけれども、

水辺まで下りていくということは、特に想定された整備がされていないの

で、その辺でアプローチがすごく長いというのがやっぱり課題で。最近、
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夏がすごく暑いので、熱中症対策も相当気を使わないといけないので、今

の状況で100人とかはちょっと栗東市の場所ではいきなりはリスクが大き

いかなという印象は持っています。ただ、少人数、そんなに多くない人数

での川遊びはすごく満足度が高くできるなということは、今回の試行で分

かったという報告でした。 

中谷 ・ありがとうございました。 

・私から１点だけ。先ほど、若公委員から何でも言って的な話がありました

ので、非常に心強く思いますし。 

若公 ・いや、できるか分かりませんけど。 

中谷 ・やっぱりそういう情報交換していくというのが大事だと思うし。事務所さ

んでも瀬と淵の創造とかをやっておられるし、多分、カワラハハコが好き

な場所がそういうことで生み出されていくのかということもあるので、う

まく野洲川はこういう環境にあるよと。それこそ根木山さんの活動も併せ

て、じっくりと進めていってもらうといいなという感じがして聞いており

ますが。ありがとうございます。 

R根木山 ・ありがとうございます。 

若公 ・補足ですけれども、野洲川は来年度も少し河川の中を、いろいろとほかの

工事の関係で掘削をしたりする箇所が何か所かありますので、引き続きそ

ういうカワラハハコの保全みたいな機会はあるかもしれませんので、また

ちょっと情報提供させていただきますというのが１点と。 

・あと、先週ですかね、リバーフロント研究所という全国的な、河川の割と

環境のことを考えるシンクタンクみたいなところがあって、昔、滋賀県立

大学の瀧先生なんかも出向されていたところなんですけれども。そこの方

に現地に来ていただいて研修会をさせていただくという機会がありまし

て、結構その方が見ると、カワラハハコが結構、そこの下流ぐらいで、ま

あまあ広めに群生しているとかということであって、あんまり近畿の川で

は見ないぐらいすばらしいですよなんていうお話もいただいて。レンジャ

ーの方にも声をかければよかったのに、今さらすいません。申し訳ないん

ですけれども。 

・そんな話もありますので、引き続きまた連携癖というか、そういうことが

あるときに、我々としても共有癖をつけたいなと。どうしてもいろんな担

当が分かれていて、なかなかというのもあるんですけれども、そこはすい

ません、私のほうで横断的に見ていくはずのポジションですので、その辺

意識をするようにというのを自戒を込めて発言をいたしました。 

R根木山 ・ありがとうございます。 

中谷 ・ありがとうございます。 

・では、次に。 

△中西 ・そしたら、資料の６ページ、水上レンジャーのほうの活動でございます。
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お願いします。 

△松岡 ・それでは、松岡から前段、説明をさせていただきます。 

・水上レンジャーも大きく３つの柱で今年度計画をされました。１つが下流

域、野洲市域で継続的に企業連携、住民連携をされて取り組まれている河

川の清掃ですね、これを２回。そして、２つ目が今回、特に力を入れてい

こうとされているのが、野洲川中流域、上流域での活動に向けた具体的な

取組というところでございます。３つ目が現在はもう基本的に手を離され

ていますけれども、野洲川河口部ヨシ帯モニタリング調査ということで、

琵琶湖河川事務所さんと立命館守山中学校さんが取り組まれる際の、必要

な橋渡し部分をご依頼されて、応えておられるというところです。 

・まず１番目、守山市域においては、予定どおり６月期、そして今回10月期

に地元、そして企業、そして行政、守山市さん、琵琶湖河川事務所さん、

４者と調整をされて実施をされております。 

・そして、２つ目、特に今回、中流域、上流域というところで模索をされて

いる中で、こちらのほうではまず一つ、中流域というところですけれども、

昨年度の意見交換会で野洲市域の皆さんと野洲市のＭＩＺＢＥステーシ

ョンの構想について情報提供を受けられて、今年度改めてまた野洲市のご

担当へそういったところと、今後の河川レンジャー活動の展開の可能性に

ついて、ヒアリング等をされております。そうした結果、今現在、早急に

レンジャーの取組に具現化していくというよりも、少し野洲市さんの動き

を見据えながら調整をしていこうとされておるところです。 

・上流域の栗東市域におかれては、今回、取組を実行されました。栗東市さ

ん、そして今回、地元の企業さんのほうに飛び込み訪問等々を頑張ってさ

れて、今回２社のご協力をいただいて、栗東市さんと事務所さんで取組を

されたというところです。 

・３番目については、こちらも今年度先ほどの私の説明のとおり、事務所さ

ん等々にご依頼を受けて、中学校さんとの間に立って、子どもたちとの日

程調整や事前の学習の講師等をされて実行されております。 

・すいません、手短ですが、以上です。 

△中西 ・では、水上レンジャーのほう、自ら活動を通して得られた成果等をお願い

いたします。 

Ｒ水上 ・８ページの一番下のところで、まず特に今回、先ほど事実というんですか

ね、活動したことは支援室から説明していただきましたが、特に私のほう

で今回の中間報告的にお話しさせていただきたいのは、野洲川上流の関係

です。 

・まず、ここでちょっと課題的に悩んだところがありまして、そこをちょっ

と報告させていただきますと、ここに書いていますように、上流河川清掃

の実施日と書いていますけれども、これは何かといいますと、実は最初、
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下流でやっていたように、地元の住民の方とか家族の方を企業と一緒にで

きると一番いいかなと思って、実はそのジョウショをしました。 

・ところが、まず地元企業から行こうということで企業に行ったんですけれ

ども、何社か当たっても、なかなか、例えばパナホームという大きい会社

があったんですけれども、大きいところに当たってみようということで当

たった結果、なかなかちょっと調整が難しかったと。幾つか当たったうち

に、地元企業の調整の結果、先ほど報告がありましたように、中国塗料さ

んと、それからヒラカワさんという地元企業の方が、ここに書いています

ように、社会貢献の一環としてということで、非常に協力的に参加してい

ただきました。 

・そうすると、課題になるのが、平日でないと駄目だと。要するに、例えば

今回実施したのは、朝の１時間か１時間半ぐらいだと行けるということ

で、１時間朝に来ていただいて、要するに仕事のところでやっていただい

たという形でやったものですから、平日でないと実施できなかったと。そ

うすると、平日だとやはり住民の方々、家族とかですね、働いている方々

とが一緒に家族で来てた人ができなくなると。苦渋の選択をしまして、結

果的には試行的に地元企業を中心に声かけをさせていただいて、そういう

活動をできたということで、なりました。 

・ただ、ちょっと今回ご意見をいただきたいのは、こういう形でやっていく

んですけれども、まず下流はなぜ企業とできて、地元の住民ができたかと

いうと、企業の社長の方がどっちか言うと、社会貢献はもちろんですけれ

ども、会社の福利厚生として家族でみんなで一緒にやったほうがいいんじ

ゃないかということで、そういうところの企業が見つかったと。 

・ところが、今回は、そういう形で経験から持っていったんですけれども、

なかなか難しかったということで、感じたのは、企業とどう、いかに参加

していただいて、その中でなおかつ住民の参加をどうしたらいいというの

で、もし委員の方で経験があって、そういうのがあればちょっと助言いた

だきたいなというので、特に今回はここのところを説明させていただきま

した。よろしくお願いします。 

中谷 ・では、今、水上さんから報告をいただきましたが、今、どっちかというと、

大変重い情報が発せられたかと思うんですが、委員の皆様、いかがでしょ

うか。 

・考えてもらっているというか、その時間で、私からちょっと。 

・要は、実際飛び込んでいってもらうというのは、非常に大きなきっかけや

ったんかなと思いまして。何かそういうのを仕掛けていかないと、なかな

か自分から手を挙げてということも難しいですし。清掃活動をしましょう

よという、そういうところで、どれだけ企業さんが意識があるかというこ

とがあるんですが。 
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・私、前に野洲川の廃川敷の跡で公園になったところでちょっと関わってい

たことがあって、植樹をしてたんですね、ずっと。平地で何もなかったと

ころへ木を植えて森にしましょう。それだと、企業さんもやっぱり時代的

にそういう森を造ろう、木を増やそう、大げさに言うとカーボンオフセッ

トとかね、何かそういうところに結びつくのであって、それは非常に盛ん

に、例えば自動車会社さんも決まった日に大変多くの人に来てもらったと

いうようなことがあるんですけれども。 

・ただ、今度はその木がうんと育っちゃって、今度は減らしにかかっている

ような状況があって、込み合ってしまうとうまくいかないんです。森にな

っていかないので。そういうふうにシフトしてきているんですけど。時代、

時代に合ったそういう仕掛け、清掃活動も非常に大事なところではあるん

ですけど、何かその辺もうちょっとうまく引っかけていくようなインセン

ティブというか、そこ、なかなか難しいんですけどね。言うのは簡単です

けど、難しいんですけれども、どうやろうかというのがあって。 

・ちょっと振っちゃってあれですけど、沼田さんのところは河川愛護活動の

元締めですし、例えば住民さんは多分県下で10万人とかそれぐらい関わっ

てくるんやけど、企業さんに対しての何かそういうようなところはなかっ

たですかね。 

沼田 ・河川愛護活動を、企業の方に参加を呼びかけ同じ日で難しくエリア分けを

して、企業さんが平日に、自治会が休日にという形で、別々の日に取り組

んだ事例はあります。 

・なかなか、先ほど言われたように、企業さんに休みに社員に出てきていた

だくというのはかなりハードルが高いので、エリア分けをしながら、除草

をしているところはあります。 

・休日に出てきていただくというのに苦労しているところです。 

中谷 ・ありがとうございます。 

・中国塗料さんは野洲川の水は使ってないんですかね。塗料屋さんやから、

使ってないか。そういう面では旭化成とかは使っているのと違うかな。何

かそういう方面から、あまりこう、使っているからどうやというアプロー

チは駄目だと思うけど、何かうまくこう関連しますよみたいなところが見

つかると考えやすいかもしれんなという気がして、聞いてたんですけれど

も。 

若公 ・私も、この中国塗料さんとかとやられた、いつやったかな、11月21日か、

参加をさせていただいたんですけれども、そのときに水上さんとお話しさ

せていただいたら、この前段で、もうちょっと某大手電機メーカーとかに、

残念ながらお断りされたみたいな話もちょっとちらっとお伺いしたもの

ですから、何でもかんでもということではないんですけれども、お探しに

なられたときに、どういうふうな感じ。例えば、それが事務所の人間と一
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緒に行ったら、もうちょっと対応が違ったのかなとか、そういうもし何か

改善といったらあれですけど、何かもし思うところがあればちょっとお伺

いできればなと思います。 

Ｒ水上 ・実は、中国塗料に行ったときに、事務所の担当の、具体的に言うと、粕渕

専門職のほうに「こんなんだった」と言ったら、粕渕専門職はあのような

状況をもらったときに、一回、中国塗料の人に「近くにないか」と、逆に

「企業がないか」と、それを聞いた結果、ヒラカワさんがうまくいったん

ですわ。 

・だから、私の場合は特に、ワークショップとかやるのに高校生の方に来て

いただくといいんですけれどもね。私は戦略と言うとおかしい言い方です

けれども、まず相手に信用してもらわないかんから、実は私は国土交通省

に勤めていましたというところを出すと安心して。だから、一般の人が行

くんやったらやっぱり、ぜひ国交省方と一緒に行かないと、河川レンジャ

ーって何者、失礼な言い方ですけど、まだどうしても認識がないから、何

者だというところが言われますので。私はそういういわゆるテクニックと

しては「もともと国交省にいました」と言うと信用していただいて、うん

という形に。本当は、国交省の人と一緒に行くといいかもわかりませんね。 

・また、国交省の人も、さっき言ったように、専門職に助言いただいたよう

な形で、そういう助言をいただきたい。 

・もう一つだけお願いしたいのは、今もいろんな企業とかどうして当たって

いくというのはいろいろとご意見をいただいていますけれども、その意見

もいいんですけれども、この後でもいいですけれども、そういう経験者を

集めたような勉強会を是非していただけないかと。支援室なり、支援室に

お願いするところなんですけれどもね。そうすることによって、特に経験

のある方にそういう勉強をしていただくと、それがまた新たなやつになる

かと。ぜひ経験のある方でないと、どう言うたらいいんですか。本に書い

てあるようなことをやってもらってもあれなんですけれども、それはちょ

っと難しいんですけれども、それをぜひお願いしたいなとは思っておりま

す。 

若公 ・経験というのは、企業連携の経験ということですか。 

Ｒ水上 ・そうです。 

・もう一つ、私、課題がありまして、住民主体に持っていくというところは、

今回ちょっと説明していませんけれども、琵琶湖河川レンジャーの場合

は、最終的には住民主体に持っていく。そこのところがなかなかできてな

いものですから、だからそういうできていないところの課題を、経験のあ

る人を講師に呼んでいただいて勉強もしていただくというのが一番いい

かなと思っていますので、一回、ここでお願いしたいと思います。なかな

か難しいですけれどもね。お願いしたいと思います。 
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若公 ・ありがとうございます。それを受けて。 

・一方で、結構、野洲川のごみ拾いも公園のところは落ちてなくて、大分川

に入って藪をこいでいくといっぱいあるみたいなところで。何ていうんで

しょうね。やみくもに広げていって、大企業で100人ぐらいわあっと来た

ときに、何かというのもあるので、やみくもに必ずしも広げることがいい

ことだとまでは思ってはいないので、そのあたりをもう少し、もしいろい

ろなところに声をかけていくということであれば少し考えてないといけ

ないなとも思っていますので、ちょっとすいません、引き続きいろいろと

ご相談をさせてくださいというのが１点です。 

・もう一点、ちょっとこれは必ずしも水上さんにということではないんです

けれども、栗東市長さんとお話をしているときに、せっかく河川公園で少

年少女が野球だのサッカーだのいっぱいやられているので、ユーザーとし

て彼らにお手伝いをしてもらうみたいな機会を考えたらどうだというの

をちょっとご提案をいただいたので、そこは少し栗東市さんとも、うちの

事務所のほうで、ご相談をしながら、市長じきじきに言われたというのも

ありますので、何かできればなということは考えていますが。川の中の高

水敷がどのぐらい、先ほど根木山さんの話もありましたけれども、どのぐ

らい安全なのかというところも。 

・高学年ぐらいだったら、結構宝探しみたいにごみ拾いしてくれるんじゃな

いかなと、この間、私は自分で活動してみて感覚を受けているので、そう

いう展開も少し考えられればなという。 

・そういうことを通じて、川の中は結構遊べるやんというふうに思っていた

だくみたいなことも効果として、先ほどのお話の中で、根木山さんのお話

の中で、一回も入ったことなかったみたいな方を川の中にいざなう機会に

もなるかなと思いましたので、そういうことも、やるとしたら夏場だと思

いますけれども、考えたいなと思っております。以上です 

中谷 ・ありがとうございます。ほかにいかがですか。 

Ｒ水上 ・すいません、ちょっとよろしいですか。今、若公所長が言われたように、

私もそこのところはぜひ河川レンジャーとしてはやっていきたいんです

けれども、ただ、さっきも言われたように、行政の協力がないと、なかな

か行政間を結ぶというのは一人では大変ですので、ぜひ行政に協力してい

ただいて、河川レンジャーとしてもやっていきたいです。よろしくお願い

いたします。 

中谷 ・ありがとうございます。平山さんはまだなんかな。 

△中西 ・平山さんも入っておられますが。 

中谷 ・どうでしょう。今、平山さん、入れるか、話にこう。 

平山 ・すいません、聞こえますか。 

△中西 ・はい、聞こえます。 
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中谷 ・聞こえます。 

平山 ・すいません、環境が悪くて、ちょっと聞こえてないので、チャットで記述

させていただきます。 

若公 ・よろしくお願いします。 

中谷 ・では。 

△中西 ・では、続きまして、野村レンジャーのほうでございます。10ページをご覧

ください。 

△松岡 ・そしたら、野村レンジャーの前段部分、説明させていただきます。 

・野村レンジャーは今年度、４つの項目で計画を組み立てられました。１つ

は、この瀬田川筋の様々な情報を入手すべく、地域行事などに参加して、

ヒアリングを実施されること。そして、２つ目が昨年度に続いて、柱であ

ります、瀬田川たんけん隊の取組。そして、３つ目がたんけん隊とは別枠

の瀬田川への関わりということで、地域住民とのワークショップ。そして、

瀬田川たんけん隊を進めていかれる中で、小学校の教科書、大津市採択の

中から、川や水辺に関する単元がないかというのを事前に調査されること

ということで、計画を立てられて実行されています。 

・まず、ヒアリングに関しては、適宜タイミングを見て、お示しの取組をな

されているという報告を、月間報告等々からいただいております。そして、

ちょっと飛びますけれども、たんけん隊に向けた小学校の教科書の調査と

いうのも実施されていまして、結果として、社会科では４年生、５年生、

理科では５年生、６年生の教材に川や水辺に関わる内容が多いというよう

な調査結果を出されて、結果を受けてということでコメントもいただいて

いるところです。 

・それに関連した瀬田川たんけん隊ですけれども、前回委員会で、なかなか

募集状況がよろしくないというところだったのですが、その後、最終的に

は抽選をするぐらいの応募を得ることができまして、最終、予定どおり親

子10組24名というメンバーで実施をされております。 

・７月に第１回川の観察、そして第２回は９月に漁業を知ろうということ。

そして、先月30日に瀬田川の石を観察しようということで取り組まれてお

りまして、この30日の取組に関しては、定員以外にも受け入れても、安全

管理等も含めて実施が可能ということで、別途、落選された応募者にも個

別に案内されて取り組まれております。 

・そして、別角度から瀬田川への関わりの取組ということで、今年度は２回、

現在まで実施されておりまして、一つは、４月に実施された町歩きという

ことで、歴史・史跡的な側面から取組をされ、すいません５月ですね、５

月に取組をされておりまして、夏、８月後半には今度は川の中の生き物に

ついて、県の水産試験場の方のご支援等々もいただきながら取組をされた

というところでございます。 
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・すいません、手短ですけれども、以上です。 

△中西 ・では、野村レンジャー、すいません、12ページの後段の部分、お願いしま

す。 

Ｒ野村 ・聞こえますでしょうか。 

△中西 ・はい、大丈夫です。 

Ｒ野村 ・野村です。よろしくお願いします。ありがとうございます。 

・先ほど言われたように、瀬田川たんけん隊の募集に関しては、本当に事務

所さんや支援室や、いっぱいご支援いただきましてありがとうございまし

た。大体２倍ぐらいの応募者がありまして。この間の大石と、それから水

鳥の観察会、次やる、１月にやるものにつきましては、定員が要らないと

私は思っていますので、安全管理だけきちんとして、去年のたんけん隊の

参加者や、それから落選された方などにも、いかがですかというふうにご

案内をしようとしています。 

・ワークショップも今年２回やらせていただいたんですけれども、大変新た

な見方ができるといいますか、自分もそうですし、まちの新たな魅力に気

づけたとか、普段こんなことを思わなかったけれども、こういうことに気

づけたよい機会だったとか、親子で自然体験学習ができてよかったとか、

そういうすごく前向きな感想をいただいております。 

・そして、ワークショップを通じて、私のほうがまた幅広く川に関わる人と

出会うことができて、またいろんな考えを聞くことができるので、それが

またたんけん隊やいろんな活動をするところに生かされていくなという

ことを実感として感じられています。 

・また、この間、根木山さんの野洲小学校への授業に参加させていただいた

んですけれども、そのときにも授業の流れというか、小学校の学習課程を

知っていることで、ここでこういうことをするとこことつながるなみたい

な感じで、子どもたちにお話が自分なりにできたと思うので、それは調べ

てよかったなと思っております。 

・図書館で大津市の教科書を全学年全教科借りてきましたので、そういう今

の子どもたちが何を大事に学ぶべきだという社会的な要請があって、学習

しているのかなということも確かめることができたので、私は意味があっ

たなと思っています。 

・ちょっとご相談というか、今の私の悩みというか、そういうことなんです

けれども、たんけん隊というか、このレンジャー活動を始めるときに、私

はすごく大きな目標を立てていまして、それは瀬田川に主体的に関わる、

自分ごととするというような、今でもそう思っているんですけれども、そ

れを一足飛びにするのはとても難しいことだったなと思っていまして。 

・今の私の感覚で言うと、たんけん隊っていうのは、瀬田川や川、琵琶湖に

関心がある人をできるだけ増やすといいますか、その裾野が広がるという
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か、そういうようなところで１年間を過ごしています。委員の方から、こ

の間も、前回もおっしゃられたと思うんですけれども、どなたかが。レン

ジャーとしての深まりというか、もっと、だから１年目よりも２年目、２

年目よりも３年目というふうにできることが、そういう意欲を見るんだと

いうふうなことを委員の方からおっしゃられたので、そこまでは私はとて

も１年間というか、この２年間でできてないな、どうしたらいいのかな。

でも、子どもたちや親子さんは、本当に実感として、瀬田川をもっと知り

たいと思っているし、大事にしたいと思っているし、そういうところでも

いいのかな、私がレンジャー活動をしていく意味というのはどこにあるの

かなということが、私はこの頃悩んでいるところです。 

・こういう役目じゃなくても、もっと関わり方があるのかな、あっ、別に辞

めたいというわけじゃないんですけれど。ただ、難しいことを、何という

か、大風呂敷を最初に広げてしまったなという、そういう反省は常にあり

ます。 

・それに関わるかどうかは分からないんですけれども、今、正直なところ、

漁業体験ですけど、かなり支出が多くて、半分以上、乗船代に行っている

という、そういう状況があります。また来年からうんと上がりますし、で

も、誰かがしないと、多分、本当に瀬田川の漁業があんまり地域の方に知

られていかないというか、できれば何か私が役に立てることをしたいと思

っています。 

・なので、例えばこの公開されている乗船代などについて、参加者から実費

丸々なのか、一部なのか、どうか分かりませんけれども、徴収できるよう

な仕組みに変えていっていただけると大変ありがたいなと思っています。 

・参加者さんからも、本当にこれ無料でいいんですか、これどこからお金が

出ているんですかという声は、去年も聞きましたし、今年も聞いているの

で、そこで「私の活動費です」みたいな、「レンジャー活動費が出ていま

す」というふうにはしゃべっているんですけれども。多分、レンジャーと

いう活動についても理解をあまりされていないので、実際のところは、ど

うなんかな、無料ならいいんかなということだと思うんですけれども、何

かこう、主体的に参加してもらうということについては、やっぱり実費を

出していただいたほうがいいのかなという思いがあります。 

・もう一つですけれども、野洲川さんはいっぱいいろんな取組、取組じゃな

いな、何というか、変わっていくのがあるんですけど、瀬田川は私の勉強

不足で、何か変わっていくとかいうようなことがありましたら、教えてい

ただきたいんです。 

・国の直轄機関が、瀬田川の機関がある程度本当に限られてきていて、両面、

整備されているので、何というかな、信楽川はちょっと違うんやとか、支

流になっている川は、そこは活動範囲ではないんだとか、そういうことも
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聞きますし、どういうふうにこれから活動を広げていったらいいかなとい

うのは悩みです。すいません、いろいろ言っちゃってごめんなさい。よろ

しくお願いします。 

中谷 ・野村さん、ありがとうございました。せっかくの機会ですからお話しして

いただいてよかったと思いますし、後の方法の部分はまた制度の中でもど

うしたらいいんだろうかということは議論していく必要があるのかなと

思っていますし。 

・初めのほう、取り組んでもらっていて、ステップアップというようなお話

もあったんですけれども、例えば今、活動してもらっている周りに大変た

くさんの人が暮らしていて、そういう活動に関わる人って、そういう人口

から比べるとごく少ないんですよね。そやから何か、こういうこともある

よということをじわっと広めてもらえればいいかなと思う。 

・それがまた学校の勉強みたいに、１年生これで勉強したから２年生はこれ

でなくちゃならんというところまでは、あんまりそう強く意識しなくても

いいんじゃないかという気もしますし、ただパート・パートで、例えば瀬

田川の川底のほう、鹿跳ですかね、見に行ったりとかして、それをきっか

けにまたあの辺の地質とか、ここが水の流れがこうなっていますよとか、

何かうまくそういうふうに広げられる部分があったら、それは取り組んで

いってもらったらいいなというふうにも思って聞いていたんです。 

・委員の皆様はいかがでしょうか。どうぞご発言いただければ。北井委員ど

うぞ。 

北井 ・いろんな活動をしていただいているので、聞きたいなと思ったのは、いろ

んなお悩みについても、今、まずは伺ったことと踏まえて、活動、いろい

ろなので大変じゃなかったですか、というのは、率直に聞いておきたいな

と思いました。 

・目標を大きく最初に掲げてらっしゃってというところについては、何か段

階的に進んでいったり、少しずつ深まるものもあると思うので、そこを目

指してということで、少しずつ次年度とかの活動で組み上がっていくよう

なイメージがあればいいのではないかなと思いました。いろんな人を集め

る活動をされると、毎度のご調整とかもありますので、大変な部分がある

のではと思います、どうでしょうか。 

Ｒ野村 ・ありがとうございます。ワークショップについては人を毎回集めるという

ことなんですけれど、そんなにたくさんの親子を集めるつもりはなかった

ので、10人ですので、私のキャパも考えて。それが例えば４人とか５人と

かであっても、そしたらその分、その人たちに関わる密度というのは深ま

るというか、こういうこともやらせてみたいという幅がある計画を立てて

いるので、それは。 

北井 ・計画と運営自体もあんまり、大変、大丈夫ですか。 
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Ｒ野村 ・大変じゃないです。大丈夫です。 

北井 ・よかったです、そこは。 

Ｒ野村 ・でも、本当に支援室の皆さんがサポートしてくださって、この書き方やっ

たら伝わりにくいから、こう直したらとか、ここで大変かもしれないから、

もうちょっと何か期間をこんなふうにしたらとかいうことを、支援室の中

で私は相談をかけていると的確に教えていただけているので、それはあり

がたいです。 

中谷 ・よろしいですか。 

北井 ・はい。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。若公委員、どうぞ。 

若公 ・まず、ご相談事項のことは、ちょっとすいません、正直そんなに漁業さん

にお金をお支払いしているという認識が私はなかったので、それは大変お

困りはよく理解できます。そのときに、ちょっとまだこのことだけでも少

しあんまりオープンの場で議論するのもちょっとあれなので、また支援室

とかうちの事務方とまたちょっとご相談を来年度に向けてしていただい

たらと思うんですけど。 

・ちょっとやっぱりあれですね、漁協さんと少しお話を、まだ値上がりする

かもしれないということですけれども、そもそも漁業の大切さを伝えるた

めですよというとこらあたりもありますので、少しその辺、もうちょっと

ご理解いただけるように、野村さんだけだと、何か手ごわい漁協さんにち

ょっとあれかもしれませんので、少し来年度の計画を立てる段階で少し考

えたほうがいいかなと思いました。 

・その中でこういう実費を調整するという選択肢も私的にはあってもいいな

と思いますけど、仕組み的にそれでそれがすぐに「はい、大丈夫」とまで

言えるか分かりませんので、引き続き、ちょっとすいません、ご相談をさ

せてくださいというのが１点です。 

・それから、一番最初のほうにご発言があった、やっぱり河川レンジャーの

理念としては、イベント屋さんではなくて、その市民と行政の間をつない

でいくというのがもちろん理想形なんですけど、結構、野村さんの活動に

ついては、初年度から割とフルスロットルでフルメニューでスタートをし

ていて、ここからさらに成長しろと言われても、なかなか正直しんどいん

じゃないかとも思いますので、少し継続していく中で、必ずしも去年より

今年のほうがこういうところが上積みがないといけないというところま

で、少なくともこちらの立場としてぎりぎりとお求めするつもりは毛頭あ

りませんので。私も去年より今年のほうが仕事をちゃんとしろと言われた

らなかなかつらいなと正直思うので、そこはあんまり重荷にならずに活動

していく中で、少しこういうこともできるかなと思ったことをやっていた

だくというぐらいのスタンスで十分よろしいのではないかなというふう
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に私としては思いますので、そういうふうにお話を聞いて感じました。以

上です。 

Ｒ野村 ・ありがとうございます。 

中谷 ・ありがとうございます。 

・沼田委員、どうですか。 

沼田 ・報告ありがとうございます。先ほど自分ごとにするというお話ありました

けれども、なかなかすぐに効果は、出ないと思います。今、やられている

取組、例えば外来魚釣りですと、釣りだけでなく解剖にも取り組まれてい

る。 

・子どもたちには、今すぐ効果が出なくても、これは必ず将来、こういった

方が増える取組だと思いますので、そんなに焦らずに継続して取り組めば

いいと私は思いました。以上です。 

中谷 ・ありがとうございます。 

・野村さん、今、いろいろ委員から発言ありましたが、参考にしていただい

て、また議論するところは支援室を通じて議論していけばと思いますの

で。 

・はい、どうぞ。 

若公 ・もう一点だけ。あと、瀬田川の整備についてなんですけれども、野洲川と

比べると、比較的治水という意味ではある程度、メニューはそんなに多く

なく、かつどうしても野洲川と違って、あんまり琵琶湖からの出口の水路

的な位置づけもあって、あんまり環境云々という事業も必ずしもないの

で、あんまりメニューは多くないんですけど、あえて言うと、もう少し琵

琶湖からたくさん水が流れるようにしたいというような治水の観点で、

今、ご活動いただいている鹿跳渓谷の辺りの一部を少し川幅を広げるとい

うような工事を今後やっていくというような計画は、ちょっとまだ具体的

なスケジュールまで引けてませんけど、そういうところはございますとい

うのを補足でご説明をさせていただきます。以上です。 

Ｒ野村 ・ありがとうございます。 

中谷 ・ありがとうございます。 

△中西 ・平山委員からコメントが入っております。 

中谷 ・お願いします。 

△中西 ・平山委員から「事務局に質問なのですが」ということなんですけど、「レ

ンジャーが開催するイベントでは参加費を徴収してはいけないというこ

とが決まっているんでしょうか」ということで、事務局に質問なんですけ

れども。 

・活動で参加費を徴収してはいけないというものはどこにも書いてありませ

ん。ただ、もう一方で、「謝金の中には」ということで、「活動に要する経

費は謝金の中に含まれる」という一文は活動要領にありまして、その一文
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があるものですから、いろんなことにかかる交通費ですとか、そういうこ

とはもう含まれているんですという言い方になってしまっているんです

けれども、ちょっとこういう野村さんのケースがありますので。 

中谷 ・ケースがね。活動に要するって、レンジャーさん自身がどこかへ出かけて

いくとか、それの想定だと思うので。そこはまた今後。 

△中西 ・またちょっと事務局の中で相談、対応できるように考えたいと思います。 

中谷 ・もちろんまた、制度としていくのであればはっきりさせていかんと思いま

すので、よろしくお願いします。 

・では、レンジャーの皆さん、ありがとうございました。 

・次に移らせてもらってよろしいですか。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

(4)制度運営

委員会委員の

追加について 

中谷 ・では、時間もかかりぎみだったんですが、４番目の委員の追加について。 

△中西 ・お手元、ペラ、資料１枚だけなんですけれども、資料－３というのがござ

います。 

△粕渕 ・事務局粕渕から報告させていただきます。 

・河川レンジャー制度運営委員会の委員の追加ということで、氏名、佐々木

和之様、所属がびわこ学院大学教育福祉学部非常勤講師、佐々木さんを次

回の第74回の河川レンジャー制度運営委員会に、学識経験者の委員として

１名、参加していただくこととしました。以上、報告です。 

中谷 ・ありがとうございます。 

・では、そのように取り計らいいただいて。お願いします。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．審議事項 

(1)河川レン

ジャーの活動

継続に向けた

環境整備につ

いて 

中谷 ・では、審議事項に移らせていただきます。 

△中西 ・引き続きまして、資料－４のほうをご覧ください。審議事項ということで、

河川レンジャー活動継続に向けた環境整備について。こちらについては、

毎年いろいろ少しずつ改善をしていっているつもりなんですけれども、も

う一つ改善をしたい点がありましてということで、真ん中の図をご覧くだ

さい。 

・左側が現状の運営のイメージで、右側が今回提案したい内容なんですが、

レンジャーさん、２年が１期ということで、１期２年程度活動されるわけ

です。年度の終わりに、もし継続したいのであれば、審査を受けて、次の

年度からまた活動されるわけですけれども、活動が、任命を受けられて活

動計画が承認されるまで、ちょっと空白期があるために、活動が途切れて
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しまうんですね。例えば、応募する活動をされたいときですとか、人々を

呼びたいとか、何か公募して清掃活動をするとかいうのは、承認を受けて

ないと活動ができないのかなというところがあって、ちょっと空白期がで

きてしまう。 

・こういったところを改善するために、右側のように、任命審査を受けられ

るタイミングのときに、次の年の年度計画も併せて説明をさせてもらいた

いなと。そうすると、それが活動計画の承認にもつながって、４月、５月

の空白期も切れ目なく活動できるんではないかということで、これはレン

ジャーさんの希望によってなんですけど、やっぱり２年目新たに計画を練

りたいんだというような方もいらっしゃるかもしれません。野洲川から瀬

田川に今度は変えたいんだという、そういうときはちょっと計画を練る間

はいろんな調査をしたりとかいうことで、活動計画というのはもう少し先

の委員会のときに提示するという方もいらっしゃるかもしれませんけれ

ども、現在の活動を継続してやっていきたいという場合は、審査のときに

計画も認めていただけないかなというような提案でございます。 

・同じように、同じ任期の中でも１年目から２年目に移るとき、ここも一度

暫定計画というのを２月なり３月なりに出しているわけです。５月なり６

月なりの１回目で計画を承認という流れになっているんですけれども、こ

こも２月・３月の委員会のときに、暫定ではなく計画を承認していただく

というタイミングにすれば、そのまま２回も活動計画に対してプレゼンす

る必要もありませんし、修正が必要であればもう一度出し直してもらうと

いうことなんですけど、暫定とはせずに、暫定を取って、活動計画の案と

いうことで、プレゼン、承認に行けないかなという２年目に向かっても、

ちょっとそのあたりを提案させていただきたいという思いがございます。 

・文章を読んでいたら時間がかかりますので、以上のような説明でお分かり

いただけますでしょうか。 

中谷 ・説明ありがとうございました。 

・今もありましたとおり、要は切れ目がないようにうまく進めましょうよと

いう趣旨ですね。ですから、中でも話がありましたように、ちょっと空白

期間、そこは計画の承認という手続が要るわけですけど、そこはダイレク

トに一緒ではないですけど、中間報告のやり方もうまく変えていきましょ

うよということもあったので、活動しやすいように工夫していくというこ

とは非常に大事なことやと思いますし、あったように暫定計画、次、年度

が変わって、やっぱりこうしたほうにしましょうよというようなことがあ

れば、それは弾力的に受け止めていけばいいと思いますので、提案の方向

でよろしいかというふうに感じて聞いておったんですが、委員の皆様から

ご意見、質問等ありましたら、お伺いいたしますが、いかがでしょうか。 

北井 ・では、私、いいでしょうか。今の現行の運用だと、年度末に報告と暫定計
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画を一応委員会に諮って、年度明けてからの委員会で本番の計画のものが

あって、何となく大分ダブった内容であることもあって、改善できること

も多いかなと思うのでよいのではないかと思います。 

・また、４月当初から動かれたいとか募集かけられたい、具体的に野村レン

ジャーの話でもあったかと思いますので、いろいろ改善するかなと思いま

す。 

・これと併せて、委員会の年間３回と大体決まっているようだったら年間３

回の委員会が、何となくどういう内容の委員会になっていくのかというの

をちょっと整理しておいたほうがいいかなという気がします。 

・ただ、年間２回になっちゃうと、本当につかめることも少なくなるかなと

思うので、３回程度は最低限必要と思っています。年度当初ぐらいと半ば

の中間と報告のときというので、最低限回数あるといいなと思うんですけ

ど。 

・今までの感じだと、いろんな制度をよくしていく審議に十分時間が取れな

い部分もあったと思うので、そこに時間を割くための委員会ができてくる

のかとか、その何かこうレンジャーさんの任用の審査とか審議の部分のル

ールと、委員会運営のほうの流れみたいなのと、セットでイメージしてお

きたいなと思いながら資料を拝見してました。 

中谷 ・ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

若公 ・もし今のに対して何かあれば。 

△中西 ・今、北井委員の言われた件に関しましては、年度末に委員会を調整させて

いただいておりますけど、そのときに委員会としての運営のスケジューリ

ングの資料というの参考にご提示させていただければなと。 

北井 ・皆さん、年度末で計画承認かかってしまった場合、次の年度明け委員会設

定はどこに来るのかなというのは素朴な疑問なんですけれども。なくなる

と多分、結構いろいろ把握しづらくことがいろいろ出てくるのではないか

なとも思います。 

△中西 ・恐らく年度から初めて計画を出される方もいらっしゃると思うので、その

分、ちょっと早めに委員会は始めるとか、そういうことも併せて考えたい

と思います。 

若公 ・多分、今年だと６月だったかな、年度頭ね。だから、３月か２月に計画承

認すればそんなにやらなくてよくて、やっぱり６月とかぐらいでよくて、

そのときに、もう改めて計画どおりにやるんだったら、そんなに計画の説

明を丁寧にしていただく必要はないので、おっしゃったように少し制度的

なところとか、昨年度１年回してみて、今年度こういうことを考えたいみ

たいなところに少し時間を取るようなことと、あと中間をもうちょっと早

くやることと、多分２点ぐらいが。 

北井 ・全体に前倒してくるみたいなこと。 
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若公 ・まあ12月だから、理想は10月だけけど、10月から11月ぐらいには遅くとも

やらなきゃいけないということを念頭に置いてまた。 

北井 ・そうですね。４月から動き出すと、本格的に４月から動けるようになると、

その分きっちり、もしかしたら事業も進んでいるかもしれないですし。 

若公 ・そうすると、やっぱり10月ぐらいが望ましいと。 

北井 ・ということですね。 

△中西 ・レンジャーさんによっては６月というのはもうほぼほぼ中間の時期かもし

れませんので、あるレンジャーさんについては中間の相談ができる時期か

と思いますので。 

中谷 ・平山さんは聞けているのか。 

△中西 ・平山さんは電車で移動中なんですけど、「今、ご提案のスケジュールがよ

いと思います」というご意見をいただいております。 

若公 ・ありがとうございます。 

中谷 ・今、出たようなその辺も踏まえて、はい。 

・沼田委員、スケジュール的なこと、今、あったんですけど、こういう感じ

でまずやってみるというようなことでよろしいですかね。 

沼田 ・はい、レンジャーさんが活動しやすくなるような提案だと思いますので、

提案どおりでいいと思います。 

中谷 ・ありがとうございます。 

・では、今、出た意見も踏まえて、また整理しつつ進めていきましょう。 

△中西 ・ありがとうございます。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

４．その他 

(1)傍聴者か

らのご意見 

中谷 ・では、審議事項まで終わりましたので、あと傍聴者さん、もしご意見があ

るようでしたらお伺いしますが、いかがでしょうか。 

△中西 ・本日は傍聴に２名の方、お越しいただいております。これまでの審議です

とか、報告とかを聞かれまして、ご発言は。 

若公 ・無理にじゃなくて。 

  

〇傍聴

者 

・今日はありがとうございました。今日、どんな感じなのかなというのを楽

しみに来させてもらったんですけれども、すごく内容にボリュームがあっ

て、これはすごいなって思いました。もうその一言に限ります。すいませ

ん、全然、質問になってなくてすみません。 

若公 ・ありがとうございます。 

〇傍聴

者 

・こんにちは。水上さんのことについて、ちょっと意見があるんですけれど

も、企業さんで日本財団、海と日本ＰＲＯＪＥＣＴというサイトを見まし
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たが、ダイハツディーゼルの守山事業所が2021年に野洲川ふれあい広場で

清掃活動されたみたいなんで、そのとき何か、野洲市と守山市の境目で、

ごみが引き取ってもらえなくて、翌年以降は守山市のなぎさ公園で、一昨

年からは大阪の淀川に活動場所が変わったんですけど、一度当たってみて

いただければ。以上です。 

若公 ・すごいな。 

  

中谷 ・情報をありがとうございます。 

・傍聴者の方、いきなり振った面もあります。お許しください。ありがとう

ございます。 

若公 ・ちなみに１点だけ、その他で。さっき野村さんのご発言の中で信楽川の話

がちょっとあって、私はお答えをしなかったんですけど、基本、琵琶湖河

川事務所の活動要領を読んでいたら、１条で、琵琶湖河川事務所が管轄す

る区域及びその周辺において活動するというふうに書いてあるので、全然

信楽川の合流点の付近、大石のあの辺りで、石のところで活動、全然許容

範囲というか、全然オーケーだと思っているんですけど。何かかつても、

だからといって、全部愛知川でやりますとか言われたら、周辺はとか、何

かそういう議論って、すいません、私も浅いもので分からないんですけれ

ども、何かあったんですかね、特に。 

中谷 ・あんまりぎりぎりしたことはなかったように思っています。 

若公 ・あんまりぎりぎり決めなくてもいいと思っていますけど。 

北井 ・徐々に厳密になってきたかなと思っています。 

若公 ・ああ、そうですか。昔はもっと何か全然違う。 

北井 ・別の河川の活動もちょっとあったんですけど、その以降から直轄河川がい

いなという話が上がってきました。 

若公 ・そうなんですね。 

北井 ・けど、その周辺という表記が残してあるというか、ぎりぎり残って、周辺

域で。 

若公 ・なるほど。 

中谷 ・そやから、琵琶湖というのは地理的な琵琶湖でなくって、琵琶湖河川事務

所の琵琶湖というイメージです。 

北井 ・なので、今後また広がっていくなら、それはそれでいい流れと思っている

ので、いいと思います。 

若公 ・いや、めちゃくちゃ広げようとは思ってないですけれども、あんまりきっ

ちり。 

北井 ・そうですね、活動しやすいのが。 

若公 ・あんまりきっちりみみっちいことを言うつもりもないので、引っかかれば
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なというぐらいの感じはあると思っていますので。 

中谷 ・今おっしゃっていただいた、そういうエリアということであれば。 

北井 ・そういうエリアの認識。 

若公 ・はい、分かりました。すいません、失礼しました。ありがとうございます。 

中谷 ・審議事項、その他も含めてここまでにさせていただきます。 

△中西 ・委員長、ありがとうございました。 

・それでは、これをもちまして、73回河川レンジャー制度運営委員会の公開

の議事を終えたいと思っております。ちょっと時間が押しておりますの

で、この後も休憩をせずに非公開の審議のほう、執り行いたいと思います。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

５．非公開審

議（河川レン

ジャー審査） 

△中西 ・これより河川レンジャーの皆様、及び傍聴の皆様はこの会議室からご退室

をお願いします。ご退室いただいた後、非公開の審議を開始したいと思い

ます。非公開の審議は、河川レンジャーに応募されました方の審査でござ

います。この後、よろしくお願いいたします。 

・委員の皆様には非公開の議事の資料をお配りしますので、お待ちください。 

△中西 ・それでは、引き続きまして議事のほうを再開させていただきます。これか

らの議事は非公開ということでお願いします。お手元の資料は非公開資料

－１という、今、お配りした資料のみになっております。審査の終了後に

は回収をさせていただきます。 

・ここからの進行も、慣例によりまして、中谷委員長に引き続きお願いした

いと思いますので、よろしくお願いします。 

中谷 ・はい。では、非公開審議ということで、レンジャーへの応募をいただきま

したので、これから審議を進めていくのですが、まずご本人から説明を聞

くということで。 

△中西 ・今から入室していただくわけですけれども、審査の時間、プレゼンの時間

とか質疑応答の時間を一応決めておりますので、ご説明させていただきま

す。全体で15分ということで考えておりまして、７分プレゼンしていただ

いて、８分の審議を設けさせていただきます。これは前回応募された方も、

そういう15分の中でされているので、統一しております。 

・質疑応答が終わりましたら、応募者の方、退出いただきまして、その後５

分程度、審査の時間を設けさせていただきます。20分程度お願いするのか

なと思っております。 

若公 ・ちょっと待ってください。僕、初めてなので。ちなみに、それで５分その

審査をして、この人を認めます、認めませんという、白黒といったらあれ

ですけれども、をつけていって、ということなんですね。 
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△中西 ・はい、そうです。 

若公 ・なるほど。じゃあ、かつて駄目ということが結構あったという理解でいい

ですか、それとも。 

△中西 ・はい、そういうこともありました。 

中谷 ・ありました。 

若公 ・そうですか。正直言うと、まだ説明聞いていないんですけど、結構、なか

なかこれだけでジャッジできるかという不安を、今、覚えていて。活動の

計画を、まあまあ、今、これだけで駄目と言うかどうかというとあれです

けれども、何か活動計画を見て、ちょっとうーんとかということもあるの

かなと思うんですけれども、その辺ってどういうふうにすればいいです

か。もう、「だって、いいって言ったじゃないですか」とか言われるとつ

らいなと思ったんですけど、その辺ってどういうふうに。すいません、私

が聞いちゃいけないんですが。 

△中西 ・一応、この段階で任命で、その後、活動計画を練っていただく。それがヒ

アリングさせていただいたら、２月、３月まで練って、３月の委員会があ

りますね、そのタイミングで計画を出したいとおっしゃっております。 

若公 ・つまり、もう年度途中からではなくて、そういう話も前にあったような、

これ何か６月か９月かにもう出していただいているみたいな、大分もうお

待ちいただいちゃっているのは申し訳ないなと思うんですけど、じゃあ焦

って年度中ではなくて、計画を練った上で来年度から、お認めいただいた

場合にはスタートと。 

北井 ・任期自体は何月スタートになるんですか。 

△中西 ・任期自体は12月10日とかです。任命しましたということで、そこからその

計画づくりのためにいろいろ調査されたり、動かれるのは謝金が発生しま

す。 

北井 ・任期内ということに。 

若公 ・そういうことですね。承知しました。分かりました。 

北井 ・それで、１年度はこの３月までで終わって、翌１年度が丸々任期後半の２

年度目ということになる。 

△中西 ・はい。 

若公 ・じゃあ、あんまりあれですけど、いろいろご検討いただいて、出てきた計

画を見て、ちょっととかいうこともなくはないということですね、その年

度末の委員会のときに。 

△中西 ・計画で落とすということは多分ないです。もうここで合格だったら、もう。 

  

△中西 ・来年度の末までは行っていただくことには。 

若公 ・ああ、そういうことですね。なるほど。分かりました。ありがとうござい
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ます。大丈夫です。 

 （応募者入室） 

△中西 ・応募された末吉様をお呼びいたしました。末吉様は先ほど傍聴者として委

員会をお聞きいただきましたですし、サポートボランティアとしても２度

ほど参加いただいております。そういった中で計画のほうを改めて11月末

に再度出していただきまして、今日、ご説明いただくという流れでござい

ます。 

・末吉様、７分程度のプレゼンで８分の質問タイム、質疑応答の時間を設け

させていただきます。では、よろしくお願いします。 

末吉 ・どうも初めまして。末吉隆博と申します。今回、河川レンジャーに応募さ

せていただきました。応募させてもらった理由なんですけれども、自分の

得意なのが、写真を撮ったりとか、動画を撮ったりとか、ＩＴ系が強いの

で、そこをお助けできないかなと思って応募させてもらいました。 

・まず、私の活動経験なんですけれども、滋賀県では近江八幡でやっている

ＢＩＷＡＫＯ ＢＩＥＮＮＡＬＥで撮影等をさせてもらいました。これは

東近江になるんですけれども、ＢＩＷＡＫＯ ＪＡＺＺ ＨＩＧＡＳＨＩ

－ＯＭＩ、こちら音楽イベント等で撮影等をさせていただきました。去年

からなんですけれども、おうみ未来塾というところで、地域プロデュース

実践講座、そちらのほうを参加させてもらっています。 

・私のほうなんですけれども、今回、ボランティア、２回ほど参加させてい

ただいて、アートを活用した活動がないのかなと思いまして、今回はアー

トにからめて活動ができたらなと思っています。 

・まず１つなんですけれども、これは撮影の経験を生かしてなんですけれど

も、ＳＮＳ等で河川の水中の中の様子、あとは地上で活動されている様子、

あとは上空から見たような感じの様子、こちらを写真や動画でアップして

いけたらなと思っています。 

・もう一つなんですけれども、デジタルマップというのがありまして、これ

は琵琶湖のほうになっているんですけれども、あとは瀬田川と野洲川に特

化して、例えばバーベキューができるところ、釣りができるところ、公園

とかトイレとか、何か分かりやすくしてもらって、川に行きやすいような

ことをさせてもらえたらなと思っています。 

・次からなんですけれども、アートを活用しようと思っているんですけれど

も、大きなものでいいますと、淀川テクニックさんという作家さんがいる

んですけれども、海洋ごみを使って、魚の形をした作品等を作られていま

す。 

・写真のほうを、大きいほうで、ランプの写真を出していただけますか。こ

ちらは水中の映像になっています。 

・言うの忘れていたんですけれども、自分は撮影と、あとアートが結構好き
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で、全国いろいろ行っているんです。説明には書いていないんですけれど

も、例えばで言うと、大地の芸術祭、新潟だったりとか、横浜トリエンナ

ーレ、愛知トリエンナーレ、滋賀ですと琵琶湖ビエンナーレ、京都ですと

京都グラフィーだったり、木津川アートだったり。兵庫のほうですと、六

甲ミーツ・アート、あと中国地方になるんですけれども、瀬戸内芸術祭と

いうのがありまして、そこでいろいろ行ったりとかしていて、淀川テクニ

ックさんの作品だとか、こちら、ヨウガンレールさんの作品になるんです

けれども、こちら京都グラフィーでたまたま出会いまして、沖縄の海洋ご

みで作られたものになります。 

・できたら、こんな立派なものを作って、行政さんとのほうとアート関係と

できたらいいんですけれども、ちょっとこんな大きいのは無理なので、ア

クセサリーのほう、３枚ぐらい送っていただけますか。鶴と野菜の。これ、

私、昔、ｅＢｅｙとか海外販売やろうかなと思って、日本っぽいもので何

かできないかなと思って、折り紙をちっちゃくちっちゃく折ってイヤリン

グにしてみたんです。すいません、写真を送ってください。こちら、いろ

いろ探して、日本のサンプル食品、こちらを利用してイヤリング等を作り

ました。 

・今回、提案するのは、また写真を送ってください。何か琵琶湖の形とか、

あと「しずくちゃん」とか、何かそんな形のものを使って、何かイヤリン

グとかアクセサリーができないかなと思っています。活動のところで、清

掃活動をさせてもらおうと思っているので、そこで集めたペットボトルと

か、その端材を使って、アイロンで温めて形にしたいなと思っています。 

・いろいろ調べてみると、クレヨンを溶かしてアクセサリーを作ったりとか、

ＵＶレジンのアクセサリーだったりとか、あとはシーリングワックスです

かね、手紙とかにスタンプするようなものかあって、何かこの間で、一応

清掃したもので利用して小学生でも子どもでもと大人でも作れるものを

作りたいなと思っています。 

・あと、３番が清掃活動になるんですけれども、清掃活動をやって活動をさ

せていただければなと思っています。 

・一応、活動内容的にはこういった形なんですけれども、あとボランティア

で参加させていただいて、野洲川のほうに２名おられて、瀬田川が１人と

いうことなので、多分瀬田川のほうの参加がいいのかなと思っているんで

すけれども、例えばなんですが、瀬田川から活動するとすると、例えば大

津港のフローティングスクールさん、「うみのこ」さんですね、あそこら

辺にちょっと声をかけていきたいなと思いますし、石山寺さんの前に一番

丸さんですかね、杢兵衛造船所さんが造られた船があるので、仲野さんの

ほうに一遍聞いてみたいなと。今はそのぐらいしか思いつかないんですけ

れども、あとは行政と小学生、ターゲットが小学生と多分大人になってく
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ると思うので、そこに切り込んでいきたいなと思っています。 

・以上、ご清聴ありがとうございました。 

中谷 ・ありがとうございます。では、これから質問等の時間ということでお願い

しますが、委員の皆様からいかがでしょうか。ちょっとまず私から。レン

ジャーのアシスト、ボランティア活動に参加いただいたんですね。そのき

っかけというのは、どういうことで。 

末吉 ・申し込んだきっかけになるでしょうか。 

中谷 ・はい。 

末吉 ・去年からおうみ未来塾というのをやっていまして、その中で琵琶湖に特化

して、琵琶湖ですばらしい活動をされている方がおられるんですけど、そ

この担い手不足というのが多分問題になっていまして、それを解消できる

とは思っていないんですけれども、ちょっときっかけになればな、知って

もらえたらなというところでいろいろ調べていたら、こちらの河川レンジ

ャーさんの募集を見かけまして。例えば、最初思ったのが水中の様子、地

上の様子、上空の様子を撮ったものを情報発信できないかなというところ

から応募のほうをさせていただきました。 

中谷 ・情報発信って、今の時代の、ＩＴの道具を使ってすばらしいなと思うんで

すけど、例えば発信によってどういうことが得られるであろうとか、何か

その辺に関してのお考えはありますか。 

末吉 ・知ってもらうというところが。 

中谷 ・まずはね。 

末吉 ・はい、まずは。だと思っています。よく来てもらう、次に。で、参加して

もらう、体験してもらうという形につなげていけたらなとは思っていま

す。 

中谷 ・ありがとうございます。委員の皆様、どうでしょうか。 

北井 ・では、いいですか。清掃活動を行いますと書いてくださっているんですけ

ど、何か清掃活動はボランティアでも行かれたと思いますし、何か規模に

よってもいろいろなので、どんな感じのイメージで今のところお持ちかな

と思って拝見していました。何か清掃活動って、どういう感じの企画とい

うか、活動にされるイメージをお持ちですか。 

末吉 ・清掃活動だけで終わるんじゃなくて、清掃活動をして、そこで集めたごみ

を利用してアクセサリーづくりをできないかなって思っているんです。１

日でできればいいんですけれども、できなかったら翌月にずらしてアクセ

サリー体験みたいな形で。 

北井 ・それじゃあ、そのアクセサリー体験とかも含めて、お呼びかけされて、そ

のメンバーで清掃活動をして、そのアート体験みたいなものにつなげよう

かなというようなことですかね。 
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末吉 ・はい、そうです。 

北井 ・それで、この撮影とかはそういうものと組み合わせてという感じで思って

いらっしゃるのか、また違う感じなのか。 

末吉 ・撮影は、一応別で考えてまして、まずアート、清掃アート活動が一つにな

って、ＳＮＳ発信、ほかのレンジャーさんのイベントに参加させてもらっ

て、撮影させてもらって発信していく。 

・もう一つは、グーグルストリートビューとかになってくるんですけれども、

川を探索して撮影していくという形で、一応３つぐらいの形で動いていけ

たらなとは思っていますけれども。 

北井 ・おうみ未来塾は何に入ってらっしゃるんですか、ご活動は。 

末吉 ・「翔んで琵琶湖」といいまして、今日こちらにもネットワークのチラシが

あったんですけれども、後ろに載っていますので、翔んで琵琶湖という活

動グループで入っています。 

北井 ・何となく、何かいろいろと活動している人は知っている人がいるので、ご

一緒かなと思って。すいません、ありがとうございます。 

若公 ・よろしいですか。役所は、すいません、私が知らないだけかもしれません

けど、あんまりアート色が弱いと思っているので、非常に今までなかった

視点でいい提案だなというふうに思って拝見しました。ありがとうござい

ます。 

・デジタルマップのほうは、先ほどもちょっとご紹介がありましたけれども、

目的として川のことを知っていただいて、川になるべく人が来てもらうよ

うなことというふうに理解しました。そういう理解でよろしいですか。 

末吉 ・はい、そうです。 

若公 ・今、イメージされているのは、琵琶湖の絵が落ちていますけれども、対象

としてはどの辺りをお考えかというのを。 

末吉 ・一応、瀬田川の河口部、河口じゃないんですかね、河口でいいんですかね、

瀬田川の琵琶湖のところは。 

若公 ・厳密に言うと、唐橋よりちょっと上流というかあるんですけれども、別に

その付近なのであんまりこだわっていませんけれども。 

末吉 ・琵琶湖の瀬田川の河口側からこの辺りまで、もっと下まで。 

若公 ・もうちょっと下流まで、そんな感じですけど。 

末吉 ・そこをメインでしたいのと、野洲川と瀬田川２本ですね、そちらのほうを

したいなと思っています。 

若公 ・なるほど。非常に、なかった視点でいい提案だなと思っていますし、何も

国管理だけにこだわらないというか、人と川をつなぐということなので、

それがさらにほかのご関心のある方が有機的にどうこうできるみたいな

ような雰囲気になればさらにすばらしいかなと思いますけど、それはちょ



- 35 - 

っと先の話かなと。 

・アクセサリーのほうは、清掃活動で拾ったごみを活用してということでし

たけど、その作ったアクセサリーの用途というか、どういうふうにされる

かというのがちょっと気になったので、教えていただければなと。 

末吉 ・小さいものですとイヤリングにしていただいたりとか、もし大きくなると

キーホルダーにしてもらうとか、何か普段身につけてもらえるような形に

したいなと思っています。 

若公 ・それはあくまで参加されたとかご協力された方とかがお持ち帰りいただく

ようなイメージで、どこかで別にお売りになったりとか、そういうような

イメージではないという理解でよろしいですか。 

末吉 ・今のところは思っていません。参加者さんが持って帰っていって、持って

帰ってもらって楽しんでもらうという形で、それでまたこんなん作ったよ

みたいな形で広めてもらったらなと思っております。 

若公 ・全然、末吉さんそういうことをお考えになっていなければ、全然、私が失

礼なことを言いますけど、それで少し営利目的みたいになると、ちょっと

多分はみ出てしまうかなというのはちょっとあるので、そこだけすいませ

ん、ちょっとお伝えしたかったのでということです。ありがとうございま

す。 

末吉 ・そちらは大丈夫です。 

若公 ・ありがとうございます。 

中谷 ・沼田委員、何か。 

沼田 ・本来、清掃活動ということで、ごみは本来ないほうがいいものを、アクセ

サリーにするということで、先ほど所長さんが言われたように、人と川を

つなぐ活動ということでされるのかと思いますけれども、具体的にどの辺

を狙いにされているのかちょっと分かりにくかったので教えていただき

たい。アクセサリーを作ること以外に、清掃活動を通じて、ほか何か展開

を今後考えていかれるのか、そのあたりもちょっと教えていただければと

は思います。 

末吉 ・すいません、アクセサリーのどのあたりというのは、具体的にどのところ

になるんでしょうか。 

沼田 ・アクセサリーを作って、皆さん持って帰られるということなんですけど、

それ以外に今後活動していく中で、清掃活動を通じて、アクセサリーを作

る活動以外の何か取組とかも、今後進めていく上で考えていかれるのか、

最終はアクセサリーを中心に活動をされるのかというのをちょっとお聞

きしたい。 

末吉 ・今のところはアクセサリーかなと思っています。ボランティアをさせても

らって、防災訓練だとか水遊びみたいなのがありましたので、被るのもど
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うかなと思いまして、やっておられないところを今後見つけていきたいな

とは思っています。 

・例えばなんですけれども、水質体験、透明度だったりとか、川にいてるプ

ランクトンだったりとか、何かそこら辺ないかなとは今、考えているとこ

ろです。 

沼田 ・ありがとうございます。 

中谷 ・平山委員はつながって。 

△中西 ・平山委員は、傍聴としてと言われていたので。特に意見としては。 

中谷 ・分かりました。では、もういいですね。 

△中西 ・はい。 

中谷 ・では、時間も来ましたので。 

△中西 ・では、末吉様、ありがとうございました。 

中谷 ・ありがとうございました。 

末吉 ・ありがとうございました。 

△中西 ・これから審査のほうをしてまいりますので、これでご退室いただいてとい

うことで、お疲れさまでした。 

若公 ・ありがとうございます。 

 （応募者退室） 

中谷 ・では、審査のほうをお願いします。 

北井 ・ちょっと事前にレクチャーみたいなことは、少し情報提供されたりはされ

てあるんですか。 

△中西 ・そうですね、河川レンジャーとはというようなところを、去年ぐらいにマ

ニュアルを作っていましたので、その説明は一度させていただきました。

その後、レンジャー活動にも参加されてというようなことですね。 

中谷 ・ああいうツールを使って発信してもらうということに関してはうれしいと

いうか、いろんな視点をお持ちやと思うので。なおかつ、アクセサリーを

選んだのもほかのところとダブらんようにやるという配慮だったんです

けど。気になるのは、それがレンジャーさん活動の本来の目的のところへ、

その発信ということだけで、どう言うたらええんやろう、つながっていく

のかどうか。つなげられていくのかどうか。 

・ご自身はボランティアで参加してやっていただいているんやけど、ちょっ

とその辺が方向性がね。 

北井 ・もう少しあれですね、イメージが。 

中谷 ・なかなかちょっと時間が短いこともあり、この資料だけを見ていても、そ

こに。発信ということの力点、発信の一つのツールとして、こういうもの

を作って利用してやりますよということはええんやけど。さっきも言うて

はったように、プランクトンがどうやとかいう発信、それはそれでそこか
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ら広げていくのはどういうとこなんでしょうというのが気になっていま

したので。難しい。 

北井 ・一応、担い手不足を解消させたいなというのが一番の課題意識なのかなと

思って聞いていたんですけど、そこにどうやって活動からどうやってつな

がっていくかというのは、まだまだ今、今日聞いただけではちょっと分か

らない部分がある。それは、最初の最初なので、分からない部分があって

仕方ないのですが。 

中谷 ・はなからそういうところがね、なかなか難しい。 

北井 ・そういうところを深めていっていただけるようなことがあったら、よりよ

いかなとは思いますね。情報発信系の活動みたいなのもいろいろあって、

ＬＩＮＥアカウントをつくってみるとか、いろいろとされていって、新し

い発信の仕方をされるというのは、何かまたそれはそれで。 

中谷 ・期待できるところがあるね。 

北井 ・どんな反応があるか、まだよく分からない。 

若公 ・私もいいですか。大体さっき言ったのと同じなんですけど、やっぱりアー

トという視点は河川管理者的にはないので、物すごくいいなというふうに

思っていて、特に１番は少なくとも水の中まで入って、全天球カメラみた

いなもので撮ってもらってというのは全然発想としてはないので、正直ど

んどんやってほしいなというのがまずありますと。 

・２、３は確かにちょっとどこに行くのかが若干不安はあるので、少しいろ

いろ計画をつくっていただく中で、いろいろとコミュニケーションをして

ということですけど、少なくとも１番だけでもチャレンジしていただく、

少なくとも今の時点ではじくものではないのかなというのが私の意見で

す。 

・さらに言うと、多分、アートにお強い方なので、河川管理者として、そう

いうアートの人にもうちょっと関わってもらいたい、例えば一例ですけ

ど、瀬田川の河川の看板って、めちゃくちゃ汚いんですよ。ああいうのを

もっときれいにしましょうかみたいなご提案とかを、何かいろんな人を引

っ張ってきてちょっとこうやるとかというのは、それは河川管理者の側か

ら逆に何かアイデアありませんかというふうにコラボレーションをして

みるとか。何かそういうことも考えられるので、ぜひ、私としてはまずや

っていただいて、いろいろ河川管理者とコミュニケーションをするという

ことにして、ちょっと方向性違ったときに、また考えればいいのかなとい

うふうに思っています。ということです。 

北井 ・いろいろサポートが要るかもしれないなという気がします。 

中谷 ・ああ、そうか。審査も時間がある。 

  

中谷 ・厳しいな。 
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中谷 ・沼田さん、どうですか。 

沼田 ・ちょっと話を聞いているだけでは分からないんですけど、他のレンジャー

さんと連携したら、いいものができるような気もします。 

  

沼田 ・はじくということは要らないのかなと。連携してやっていければいいのか

な、人が増えればいいかなと思います。 

中谷 ・ありがとうございます。 

・では、お願いするという方向で、後々また計画なりつくっていくときに、

さっきの河川管理者としての立場のこともあるし、そういうことも踏まえ

た上で計画をつくっていただいて。やっぱりそういう方面のことって、多

分なかなか、川に関するあれってなかったと思うので、その辺はまたサポ

ートしていただいてお願いするという。 

・そうですね、今も沼田委員言われたように、ほかの人とのところもうまく

取り込んで発信してもらうとか、そういうこともいいと思うので。 

・では、お願いするということに決めさせていただきましょう。 

△中西 ・そしたら、本日付で任命するというようなことで、あさってに郵送のほう

を、速達で通知をしたいと思います。 

△松岡 ・ですから、ご本人のご自宅には木曜日には配達されてということで、結果

は。 

中谷 ・あと、こういう方向で進みますよ、方向というのは内容でなしに、事務的

手順、例えば計画はどうやとかね、その辺も併せてですよね。 

△松岡 ・はい。進めてまいります。 

北井 ・水辺の匠に出ている姿がもう思い浮かびますね。 

中谷 ・そうやね。仕切り役になるんちゃう。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

６．閉会 △長谷

川 

・最後になりますけれども、本日は公開・非公開、長時間にわたる審議、あ

りがとうございました。そうしましたら、これにて、第73回河川レンジャ

ー制度運営委員会を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

 


